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実践報告

機能的ア セ ス メ ン トに基づ く自閉性障害児に対する

ト
ー クン シス テ ム を用 い た家庭内支援に関す る検討

上 野　　茜 ・野呂　文行

　本研究で は、自閉性障害児 1名 とそ の母親 に対 して家庭内で生起する行動 問題 に関

して 機能的ア セ ス メ ン トを実施 し、物の 要求と母 親の 注 目で維持 され て い る行動問題

の減少 と親子の 適切 な相互作用の 増加 を目的 と した 。 機能的ア セ ス メ ン トの 結果に基

づ い た支援計画に は、適切行動の 機会設定 、 適切行動に 随伴 した トーク ン シ ス テ ム の

利用が 含まれ た 。母親の 実行可 能性、家庭 の 文脈、対象児の 既存の ス キ ル を考慮し、

支援内容に つ い て は母親 と協議の 上 決定 した 。 介入手続 きは、家庭学習 にお ける トー

ク ン の使用、お手伝 い に おける トーク ン の 使用、 トーク ン の 遅 延、弁別刺激の 整備か

ら構成され た 。 そ の結果、対象児 の 家庭 内における行動問題は減少し、母親 との 適切

な相互作用が 増加 した 。 本研 究の 結果よ り、 トー
ク ン が対象児 だけで な く母親に と っ

て も、適切行動 が生起す るた め の 弁別刺激 として機能 し、親子の 「相互 強化的関係」

の 形成に効果が あ っ た と考えられた 。

キー ・ワ ー ド ： 自閉性障害児、 ト
ー

ク ン シ ス テ ム 、 機能的ア セ ス メ ン ト、家庭内支援

1、問題 と目的

　近 年 、 行動 問題 を示 す発達障害児 者 とその

家族 に対する支援 にお い て は 、積極的行動支

援 （Positive　Behavioral　Support） に よる介入 の

効 果が 多 く報告 され て きて い る （例 えば、平

澤，2003 ）。 機能的 ア セ ス メ ン トはそ の 中心 的

な方法論 と して 用 い られ て お り、行 動 問題が

生起 す る 原因 を見極 め 、機能的に等価 な行動

に置 き換 え る プ ロ セ ス で ある （Durand ＆ Carr
，

1991）。 また 、 Lucyshyn，　Albin，　Homer ，　Mann ，＆

Wadsworth （2007） は 、 家族 を支援の 対象に含

め る に あた っ て、家族 との 協働 、 機能的ア セ

ス メ ン ト、 支援計画 と家族 の 生 活 と の 文脈適

合性 （contextual 　fit）、多様 な構成要素の ある支

援計 画 を す る こ とが行動問題 の 減少 と対象者

筑波大学大学院人 間総 合科学研究科

自身の QOL の 向上 に つ な が る こ と か らそ の 重

要性 を述べ て い る 。

　積極的行動支援 にお い て 、日常生活の 中で好

ま しい 行動が 生起 した と きに 、 周囲か ら 「正 の

強化」を得 られ る環境 とその行動の 結果か ら得

られる 達成感や周 囲か ら称賛され る体験 を蓄積

して い くこ とが可能 とな る環境整備が 求め られ

る （松田
・望 月 ，

2008）。高畑 ・武蔵 （2000） は

知的障害を伴 う自閉症児等に対 して生活技 能支

援 ツ
ール 「がん ば りフ ァ イ ル 」を用 い 、なわと

び運動の 家庭 にお ける 長期的維持の 検討を行 っ

た 。 「が ん ば りフ ァ イル 」 は対象生 徒 の 標的行

動 に 対し て 母親が励 まし等 の コ メ ン トを記入す

る欄が 設け られ てお り、評価 ・強化機会 を母親

に提供 した 。 ツ
ー

ル が標的行動の 先行子操作 に

と どまらず、対象児 と保護者 との相互的強化関

係 を確実に形 成 して い くこ とに焦点を当て た も

の だ っ た 。
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　また、国立特殊 教育総合研 究所が 発表 した

「自閉症教育の 7 つ の キ
ー

ポ イ ン ト」の 中 に も、

「楽し い こ とや 嬉 しい こ とを期待 し て 活動 に向

かう力」、 すなわち 「強化 シ ス テ ム の 理解」の

項 目が含 まれて い る （斉藤 ・内田，2007）。 また、

国立特殊教育総合研究所が行 っ た知的障害養護

学校 にお ける 自閉症教育に 関す る全 国実態調査

で は、「結果事象」に 関す る配慮や指導方法 に

関す る質問項 目の 得点が他の カテ ゴ リ
ー

に比べ

若干低 い 得点を示す傾 向が あり、よ り意識 的に

取 り組 む こ とが 望 ましい こ とを述べ て い る （佐

藤 ・是枝 ・斉藤 ・徳永 ・廣瀬 ・竹林地 ・涌井 ・小

塩，2006）。 強化シ ス テ ム の 中で も、がん ば りカ

ー ドや が ん ば り表 と い っ た ト
ー

ク ン シス テ ム の

利用 は 、 就労等の 観点 よ り将 来的に も重要な意

味を持つ と考え られ る 。

　奥田 （2006） は広汎性発達障害児 の登校支援

に家庭内で ト
ー

ク ン シ ス テ ム を使用 する こ とで

学校参加率が増加 した 。 対象児童や対象児童の

母親、学校場面の 生態学的ア セ ス メ ン トに基づ

く支援プ ロ グ ラ ム の 作成 と実施が重要で ある こ

とが 示 され た 。 また、難波 ・飯原 ・岩橋 ・井上

（2006）は、発達障害児か ら き ょ うだ い 児 へ の

攻撃行動に対 して、 ロ
ー

ル プ レ イや トー
ク ン シ

ス テ ム を用 い た 家庭 指導 プ ロ グ ラ ム を実 施 し

た 。 トーク ン シ ス テ ム の 手続 きを用 い て標 的行

動と結び付 けて 強化 したこ とが攻撃行動の 減少

に影響が あ っ た と考え ら れ た が 、 介入 終了後の

維持が み られ なか っ た 。 その 理由 として 、本研

究の 指導終了時か ら 、 トー
ク ン シス テ ム の 手続

きを撤去 したこ とが 考えられ、今後は家庭 で 継

続的に実施で きる工 夫に関する検討が必要であ

る こ とを述 べ て い る。

　本研究で は、知的障害の ある自閉性障害児 1

名に対 し、家 庭 の 中で トー
ク ン シ ス テ ム を用

い 、 行動問題の 減少 と母親 との適切な相互作用

の 増加 を目的 とした 。 また 、家庭内にお ける継

続的な介入 を実施す るため に 、介入実行者 で あ

る母親 の 実行可能性や 、日常生活と支援計画の

適合性に配 慮した支援 に つ い て も検討 した 。

1．方　法

　 1．参加者

　医療機関にお い て 自閉性障害と診断 を受けた

特別支援学校 に通 う男児 とその 母親が 本研究に

参加 した 。 支援開始時の生活年齢は 8 歳 4 カ月

で 、 8 歳11カ月時に行っ た 田中 ビネー知能検査

の 結果 は精神年齢が 4 歳 9 カ 月、IQ53 だ っ た 。

常時 2 〜 3 種類の 投薬 を受けて い た 。 週 1 回A

大学の教 育相談に 通 っ て お り、平仮名の 読み 、

5 まで の 数概念等の 課題 を行 っ て い た 。 課題の

中で はマ グネ ッ トや パ ズ ル を ト
ー

ク ン と して 使

用 し て い た （例 えば、マ グネ ッ トが 5 個た ま っ

た らジ ュ
ー

ス が飲 める ）。 トーク ン が た ま っ た

らバ ッ ク ア ッ プ強化子 （お菓子や ジ ュ
ース ） を

要求 した り、バ ッ クア ッ プ強化子提示後に ト
ー

ク ン を元あ っ た位置 に戻すような行動が み られ

て い たこ とよ り、課題 内で の 随伴性 は理解 して

い る と考え られた 。 基本的な課題従事 は良好だ

が、新規の 課題 や本人 に と っ て 難 しい 課題 の 際

に、離席した り トイ レに行 くこ とを要求す る こ

とが あ っ た 。 また 、 大学の エ レ ベ ー
タ
ーを使用

す る際 に 、 非常ボ タ ン を押 して しまう、 トイ レ

に 行 くときに エ レ ベ ー
ターに乗 りたが り、 充足

されない と大声を出す、その 場 に座 り込む、と

い っ た行動 もみ られ た 。

　家族構成 は、本児 、 父 親、母親の 3 人だっ た。

父 親は単身赴任で 、 平 日は母親 と二 人で過 ご す

こ とが 多か っ た 。 休 日は祖父 母の家に行くこ と

が 多か っ た 。

　本支援を開始する 2 年前 （6 歳 3 カ月時）に

も、 テ
ーブ ル などの 高 い とこ ろ へ 登 る 、 押入れ

か ら布団 を引 っ 張 り出す 、 冷蔵庫の 中身を勝 手

に出す等と い っ た複数の 行動問題 に対 して積極

的行動支援 に基づ く介入 を行っ て い た 。 機能的

ア セ ス メ ン トの 結果 よ り、 それ らの 行動問題は

「母親の 注目」で 維持 されて い る と考えられ た。

具体的 な介入 内容は、物理的環境調整、写真 カ

ー ドを用 い た 要求行動 の 形成、代替行動 、 こ こ

で は 「掃除行動」の 形成か ら構成 された 。 しか

し、掃除行動は当時の 母親 に と っ て は 負担が大

き く、介入終了後維持され なか っ た 。
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機能的 ア セ ス メ ン トに 基づ く自閉性障害児 に 対する トーク ン シ ス テ ム を用い た家庭内支援 に 関す る 検討

　 母親 に対 して は、応用行動分析 学に基づ く発

達障害児へ の 支援 を専 門に学ぶ大学院生 （以下 、

支援者）が週 1回の 教育相談 と、その 日とは別

に 1 〜 2 週間 に 1 度、家庭訪問する機会が あ り、

その ときに随時相談にの っ て い た 。

　 2．支援期間 および 支援場面

　本研 究に お け る 支援 は 、 X 年 8 月か らX ＋ 1

年 7 月 まで、本児の 家庭で 母親が実施 した 。 1

日の 大半を過ご して い た 1階の リビ ン グ を支援

場面 と した 。

　 3．ア セ ス メ ン トの 実施 と支援計画の 立案

　　 1 ）生態学的ア セ ス メ ン ト

　支援開始前 （X 年 5 〜 6 月） に母親か ら の 聞

き取 りと家庭訪 問時の 直接観察か ら生態学的ア

セ ス メ ン トを行 っ た 。

　平 日の ス ケジ ュ
ール は、16時前 に学校か ら帰

宅 し 、 それ か ら10〜15分程度で お や つ を食べ 、

母親 との 家庭 学習 の 時間 を 10分程度設 けて い

た 。 その 後 、 18時の 入浴 まで の 間の 過 ご し方は

特 に活動 を設 けて お らず 自由な時間 だ っ た 。

　学校か ら帰宅後の 時問、本児 と母親は主 に 1

階の リ ビ ン グ で 過 ごす こ とが 多か っ た 。 リビ ン

グ の 見取 り図 をFig．1に示 した 。 台所の 入 口に

子 ども用の ゲー トが設置 され て い た 。 これ は本

児が冷蔵庫 を開けた り、 棚 を開けた りす る ため

で あ り、 特 に棚の 中には 薬等、本児が勝手 に触

っ て は困る物、危険な物 等を入れ て い た 。 また

普段ほ とん ど使用 しない 物や触 っ て ほ しくない

もの は 2 階に 置 くように して い た 。 そ の ため本

児が 2階に行 けない よ うに リビ ン グ の ドア に子
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Fig．1　部屋 の 見取 り図

一 199一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

上 野 　　茜 ・野 呂　文行

ども用 の 柵が設置され て い た 。

　 リ ビ ン グ は 2 部屋 に分か れ て お り、 帰宅後の

自由時間 、 本児 は テ レ ビ前の ソ フ ァ
ーの 上 で 好

み の ア イテ ム （新 聞 、 広告 、 ス トロ
ー

、 空の ペ

ッ トボ トル 、 お菓子 の 袋、腕時計、ネク タイ 、

音の なるお もち ゃ 等）を眺め て い た りテ レビ を

見た りして い た。 こ れ ら の ア イ テ ム に は本児は

自由に ア クセ ス で きる環境 に い た 。 また、おや

つ の 時間に 袋や ペ ッ トボ トル が空に なる と、 す

ぐに母親 に袋や容器 を要求 して い た 。 そ れ ら の

行動に つ い て 母親は 、 物が 増 えす ぎて 片付か な

い 、移動の 際に手伝 わない とい けな い か ら大変 、

と言 い つ つ も、充足 させ て い た 。 他 にも、 2階

に置い て ある ボ ッ ク ス テ ィ ッ シ ュ 、洗剤 、シ ャ

ン プ ー等 を欲 しが り、母親に要求した り、 自分

で 取 りに行 こ うとして母親に追い か けられ て 制

止 され る 、と い っ た 様子 が観察 され た 。 また 、

夕方 の 時 間に なる と隣 の 部屋 に布団が敷 かれ 、

その 上で寝 転が っ た り、性器 を繰 り返 し触 っ た

りして い た。

　自由時 間の 問 、 母親 は台所で 食事の準備 を し

た り、ソ フ ァ
ー

に座 っ て 本児 と
一

緒 にテ レ ビ を

見た り、広告を見なが ら話 しか けた りする 様子

が み られ た 。 また 、 布団の シ ーツ を敷 く、 食器

の 片付 けなど の お手伝 い を本児 に頼むこ と もあ

っ た 。

　そ の 他 に家庭以外で の 様子 として、祖父母宅

で は洗剤、薬、調味料等危険な物を勝手に取 っ

て 口に入 れて しまうこ とがあ り、 目を離す こ と

が で きな い 、と の 報告が あ っ た 。 また、外出先

で も トイレの 石鹸をロ に入れ た りする ことが あ

っ た 。 他 に も自分の 買 い た い もの が買 えない と

き、ほ し い もの が 手に入 らなか っ た と き （コ ン

ビ ニ の ビ ニ ール 袋等）に 、 大 きな声を出 した り、

その 場 に寝転が っ た りす る こ とが あ っ た。そ の

際、母親は意図的に 「無視する」あ る い は 「要

求を充足 させ ない 」 な ど 、 消去 の 対応 をとっ て

い る、と の 発言があ っ た。しか しその よ うな行

動 は 、 頻度 は多 くな い もの の な くな らなか っ

た 。

　　 2 ）行動問題 の 機能的ア セ ス メ ン トと支援

計画の 立案

　母親か ら の 聞き取 りと家庭訪問時 の 直接観察

に 行動 問題の 機能的ア セ ス メ ン トを実施 し （X

年 7 月）、そ の結果と結果 に基づ い た 支援 計画

をFig，2に ま とめ た 。 支援者が家庭訪問 した 際

仮

設

支

援

計

画

状 況 事象 （確 立操 作 ）　 先行事象 （弁別 刺激〉

・ほ しい もの が手

元 に ない 、2階 に

ある （遮断）
・手 元 に あるア イテ

ム の 飽 和 化

行動問題 結果事象

・要求が充足され

ない （消去 〉
・
関連するア イテ

ム や母 親の ことば

・大声で要求する
・繰り返 し要 求 する
・泣 く

・床を転が る

・2階 へ 行く

・「あとでね」
・「パ パ に 言っ て」
・「○○と交換」
・間 欠的 に充 足
・母 親 の注 目

号 号 号
・標的行動、バ ック

ア ップ強化子の 明

確化 （お手伝 い 表、
トークンボード、ご

ほうびボードなど〉

・適切行動 の生起

（お手伝い 、家庭

学習など）

・適切行動に 随伴

して ト
ー
クンや バッ

クアッ プ強化子 を

提 示 ・選 択 させる
・適 切 行動に 対す

る注 目や称賛

Fig．2　機能的 ア セ ス メ ン トに 基 づ く仮説 と 支援計画

一200一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

機能的ア セ ス メ ン トに基づ く自閉性障害児 に対 す る トーク ン シ ス テ ム を用 い た 家庭 内支 援 に 関 す る 検討

に 直接観 察 し、充足 で きな い ア イテ ム の 要求、

大 きな声 を出す、 2階へ 行 く等の 行動問題の状

況要因 、 先行事象 、 結果事象を特定 し、分析 し

た 。 その 結果 、 帰宅後特 にする こ とが決 まっ て

い な い 時間の 中で 、ほ しい もの が 手元 にな い 、

そ れ らが 2 階や手の 届 か な い と こ ろに ある、あ

る い は手元 に ある ア イ テ ム の 飽和化とい っ た確

立操作が働 き、関連す る ア イテ ム の 存在 （例 え

ば、広告を見なが ら洗剤の 写真 を見つ けて、母

親 に洗剤 を要求す る こ と）や母親の 発言、ある

い は要 求が 充足 さ れ な い こ とが弁別刺 激 と な

り、こ れ らの 行動問題が生起 して い る と考え ら

れ た。そ れ らの 行動に対 して 母親は 、「あと で

ね」、「パ パ に言 っ て」、「○○ （類似 した別の ア

イテ ム ）と交換」等、その ときは充足 されな く

て も、 時 間が 空 い て 非随伴的に 充足 された り、

別の ア イテ ム と交換す るこ とで 充足 され る こ と

もあ っ た 。 充足 され な い ア イテ ム もあ っ たが 、

本児が 2 階に行けなか っ た り、家庭 内が環境調

整 さ れ て い る こ と で 、そ の ア イテ ム が家庭 に あ

るか どうか が本人 に とっ て は わか りに くい 状況

だ っ た 。 また 、 その ような本児の 行動に対 して 、

母親は 無視する こ ともあ っ たが 、 「それ は な い

の 」 と言 っ た り、 学校の 話題 に切 り替えよ うと

す る等 、 何 らか の 発言 を返 すこ とが多 く、そ の

ような行動 自体が 母親の 「注 目」として 機能 し

て い る こ とが考 えられた 。

　以上 の こ とを踏 まえて 、 支援計画を立 案し母

親 と協議 を行 っ た 。 は じめ に、本児の 行動問題

の 機能 とそれに 対する母親の 対応 （要求充足で

きな い こ とが あ る もの は 充足 しな い よ うに す

る、で きるだ けそ の ような 行動に 対しては無視

す る）につ い て 説明 した 。 しか しそれ だけで は 、

母親が 本児の 消去 バ ース トに 耐え られ なか っ た

り （「無視 した らか わ い そうに 思 えて きた」 と

い う発言が あ っ た）、父親や 祖父母が結局 ア イ

テ ム を与 えて しまっ て い た り等、強化 して しま

っ て い た こ とか ら問題解決 には至 らなか っ た 。

　したが っ て 、 母親の 意見 と実行可能性を考慮

した上 で、行動問題の 消去 よ りも 、 自由時間に

別の 活動 を提示する こ と で 行動問題 を予 防的 に

防 ぎ、適切 な行動 を生起 させ る こ と で 母親の 注

目等の正の 強化機会を増加する こ とを目標 とし

た 。 別 の 活動 と して 、すで に家庭で母親が 行っ

て い た家庭学習や食器の 片付 け等の 簡単なお 手

伝 い を毎 日行 うこ ととし 、 その 中で トー
ク ン

（マ グ ネ ッ ト） を導入す る こ と に した 。 すで に

家庭 で行 っ て い た活動 を標的行動 として設定す

る こ とで 、 母親の 負担を減ら し、実行可 能性を

高めるこ とにつ ながると考え られた 。 トーク ン

シ ス テ ム に つ い て は大学の 教育相談場面で 理解

して い る こ とが確認で き て い た 。 また ト
ーク ン

を使用する こ とで 、本児に と っ て も母親 に とっ

て も、適切行動の 強化随伴性が 明確になる と考

えられた 。

　は じめ は母親の動機づ けが 高 く、 実行 しやす

い と考 えられ た家庭学習の 中で ト
ー

ク ン を使用

し、1課題の 中で バ ッ クア ッ プ強化子 （お菓子）

を提示する ように した 。 そ の 後 、 トーク ン の 交

換比 率を変更 させ て い くこ とを目標 と し、帰宅

後の 1 〜 2 時間 の 中で お手伝 い に トーク ン を提

示 し 、 ト
ー

ク ン が 2〜 4個た まっ た らバ ッ ク ア

ッ プ強化子 （お菓子） を提示す る よ うに した 。

お 手伝い は、おや つ 用の 食器 を片づ ける、布団

を敷 くの を手伝 う、電気 をつ ける ・消すな ど、

本人に と っ て 簡単で、母親が 許容で きる 範囲内

で 行 うよ うに依頼した 。 こ れ らの 行動 は 、 い わ

ゆる 「お手伝 い 」とは言えな い もの もあっ たが 、

本児の 既存の レ パ ー トリーを母親の 敷 い た随伴

性 の 中で行 うこ と に 意 味が ある と考え られ た 。

こ こ で は、母親 の 指示に 従 っ て 強化され る とい

う経験 を積む こ とを第
一

の 目標 とした 。 しか し、

それだけで は本児 、 母親 と もに弁別刺激が 不明

確 で あ る と考 えられ たた め、何をすれ ば ト
ー

ク

ン が提示 され る の か （標的行動 の 明確化）、そ

れを行 うこ とに よ っ て何が得 られ るの か （バ ッ

クア ッ プ強化子の 明確化）を本児、母親 ともに

明確 にする こ と を目標とした 。 す なわち、母親

が本児の 行動 を分化強化 して い くた め に、子ど

もの 標的行動が生起するため の 弁別刺激 を整備

す る こ とが 母親の 目標 だ っ た 。
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　 4．介入手続 き

　　 1 ） ト
ー

ク ン シ ス テ ム の 導入 （家庭学習の

中で バ ッ ク ア ッ プ強化子 と交換）

　X 年10月27 日か ら家庭学習 の 中で ト
ー

ク ン を

導入 した 。 家庭学習は、絵 カ ー
ドの 命名訓練や

平仮名の書字を行っ た 。 これ は もと もと母親が

学習面に対する動機づ けが高 く、 親子 ともに強

化機会が 増加す る と考 えられたため であ る。教

材や 記録用紙 は母親の 負担に な らな い よ うに 、

は じめ は支援者が用意 し、徐 々 に母親が用意す

るように依頼する よ うに した 。 トーク ン の 使 い

方は、各試行で 正 反応 に随伴 して ト
ー

ク ン （マ

グ ネ ッ ト） を提示 し、 4 〜 6個た まっ た らバ ッ

ク ア ッ プ強化子 （お菓子） と交換 する よ うに し

た 。 使用 した トーク ン の教材 をFig．3に示した 。

トー
ク ン は家庭 に あ っ た マ グ ネ ッ トを使用 し、

トー
ク ンボー

ドは支援者が 作っ て渡 した。 トー

ク ン シ ス テ ム の 理解 を促 すため 、 は じめは トー

ク ン ボ ー ドに 「おか しカ ー ド」 を貼 っ てお き、

トー
ク ンがたまっ た らカ

ー
ドを渡すこ とで 、 ト

ー
ク ン を理 解 し て い る か 評価 で きる ように し

た 。

　　 2 ） トー
ク ン の 交換 比率の 変更  （帰宅後

の 時間内で バ ッ ク ア ッ プ強化子 と交換）

　家庭学習の 中で ト
ー

ク ン を使用す るこ とが定

着して きた こ と よ り、 X ＋ 1 年 2 月 よ りそ れ 以

外の 帰宅後 の 時間で 、「お 手伝い 」を 1 回行 う

ご とに トーク ン を 1 つ 提 示 し、 1 日 の 中で バ ッ

クア ッ プ強化子 （お菓子）が最低 1 回は提示さ

れる よ うに強化ス ケ ジ ュ
ール を調節 して もらっ

た （ト
ー

ク ン 2〜 4 個で バ ッ ク ア ッ プ強化子 と

交換等）。 何を 「お 手伝 い 」 とす るか に つ い て

マ グネッ ト

トークンボード

お手伝い 表

ごほうびボード

　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．3 使用 した教材

＊

トーク ン ボー ドは全介入場面にお い て 同 じ形態の もの を使用 した ．ご ほうびボード，お 手伝 い 表は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「弁別刺激の 整備」の 介入時 に導入 した．
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機能的ア セ ス メ ン トに基づ く自閉性障害児に対す る トーク ン シ ス テ ム を用 い た家庭 内 支援 に関す る検討

支援者 は特に教示せず、母親が何 をす るか決め

る よ うに依 頼 した （X ＋ 1 年 1 月中）。 本児が

で きそ うな活動 は で きるだ け母親が本児に指示

して行うよ うに させ た 。 母親が本児の適切 な行

動 に対 して トーク ン を提示す るこ とで 、 強化機

会を増やす ように依頼 した 。

　　 3 ） ト
ー

ク ン の 交換比 率の 変更  （日をま

た い で バ ッ ク ア ッ プ 強化子 と交換）

　 お手伝 い に対 して トーク ン を提示 す る こ と

で 、 本児が 自発 的にお手伝 い をし、 トーク ン を

ため る よ うにな っ た 、 ト
ー

ク ン が たまっ たらバ

ッ クア ッ プ強化子 を要求す る ようにな っ た、と

母親か ら報告が あ っ た 。 また 、 それ が約 1 か 月

続い て い た こ と よ り、X ＋ 1 年 5 月よ りトー
ク

ン をた め る数 を増や し、 1 日で は全 部た まらな

い よ うに調節 して も らっ た （トーク ン 6 個で バ

ッ ク ア ッ プ強化子 と交換等）。 次の 日に残 りの

分 をた め て 、
バ ッ ク ア ッ プ強化子 と交換 で きる

よ うに した 。

　　 4 ）弁別刺激の 整備

　X ＋ 1 年 2 月よ り、支援者と相談 して 決め た

お手伝 い とごほ うびを もとに、母親が ホ ワイ ト

ボ
ー

ドにお手伝 い の 項 目を記入 した 「お 手伝 い

表」 と、バ ッ クア ッ プ 強化子 の 選択肢 を平仮名

カー ドに し、それ らをボ ー ドに貼 っ た 「ごほ う

びボ ー ド」を作成 し、リビ ン グ に設置した。教

材 と設置場所 に つ い て はそれ ぞれFig．1 と 3 に

示 した。 また、 トーク ン とバ ッ ク ア ッ プ強化子

は台所の 棚に入 れ、母親が管理 で きる よ うに し

た 。 ごほ うびボ ー ドに は、お菓子 の 袋や空 の ペ

ッ トボ トル 等も含め 、そ の よ うなア イ テ ム に 関

して は 時間で 制限する こ とに した。制限 の 仕方

は、ア イ テ ム提示後 、 20分 間タイマ
ー

を セ ッ ト

し、 タイマ ーが 鳴っ た ら母親に返す と い う方法

を用 い た 。 タイマ ーは もともと特別な ごほ うび

（特定の お もち ゃ や ボ ッ ク ス テ ィ ッ シ ュ 等） を

提示する際 に使 っ て い た ため 、本児も理 解して

い た 。

　 5 ．デー
タの収集 と従属変数

　 1 日の 中で 生起する 行動問題 （充足で きない

要求 をす る 、 大 きな声で要求する 、 2 階 へ 勝手

に行 く、押 し入れを勝手 に開ける等） の 頻度を

測定する こ とと した。中で もそれ らの行動が比

較的多 く生起する、帰宅後の お や つ を食べ てか

ら、 お風 呂に入る まで の 約 1時 間の 中で 測定 し

た 。 「充足で きな い 要求」の 定義は 、 事前に母

親 に聞 き取 りを行 い 、本児が要求され て も充足

で きな い ア イテ ム の 名前 （例 えば 、薬や 洗剤の

名前）を母親に言 うこ と、と した 。 測定方法 は

母親が家庭で使用 して い る ビデ オで撮影 し、 週

1 回の 教育相談の 際に持参して もら っ た 。 そ し

て 受け取 っ た ビ デ オを もとに支援者が デ
ータ を

測定 し 、 翌週返却 した 。 外出 した 日や 母親が忙

しい 日な どは無理 して撮影 しな くて もよ い こと

を伝 えた 。 以前別の 課題で 、家庭での 様子をビ

デ オ撮影 して もらっ た こ とがあ っ た ため 、母親

は ビデ オの操作 に は慣れて お り、 本児 もビデ オ

が あ っ て も操作 しよ うとせ ず 、 ビデ オ の 存在 に

慣れて い た と考 え られ た 。 また 、お手伝 い に ト

ー
ク ンを随伴 させ て い た時期は、他の 課題 との

関係で ビデオ、記録 を中止 して お り、 5 〜 6月

（「ト
ー

ク ン の交換比率変更  」の 期 間）は ビデ

オ の 関係で母親に行動問題の 頻度の 記録 を依頼

した 。

　また 、本児の 行動 問題 と適切行動 に 対する母

親の 強化回数に つ い て、介入前 （X 年 8 月10日）

と介入 後 （X ＋ 1 年 7 月27日） とで 比較 した 。

本児の 行動問題 に対 して 、 消去 （無視）で きて

い ない 行動を 「不適切な強化」 とし、 本児の 適

切行動に 対する称賛や注 目を 「適切 な強化」と

し、その 日の 合計を算出 した。介入後の デ
ータ

を 7 月27 日に した理由は、家庭学習の 場面 、 お

手伝 い の 場面の 両方が ビ デオ の映像に映 されて

い たため で ある 。

皿．結　果

　行動 問題 の 頻度の 経緯をFig．4に、母親 の 強

化 回数 をFig．5 に示 した 。ベ ース ラ イ ン で は 、

主治医の 写真 を泣 きなが ら要求す る様子が み ら

れ た （消去バ ース ト）。 それ に対 し母親は、無

視 した り、「ない 」 と返 し て い た。そ の 後、ベ

ー
ス ラ イ ン の 時期 に み られた ような、泣い て要

一203一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

上 野　　茜 ・野 呂　文 行

14020

　
00

　
80

　
60

　
40

　

行

動
問

題

の

頻

度
〔
回）

20

o

BL ト
ー

ク ン シ ス テ ム の 導 入

 

ト
ー

ク ン の 交換 比率変 更  弁別 刺激の 整備

■

ク

ン

奠
x

換

比

率

変

更

 

o 　 o

　 お

卜丶　 σ ⊃　 σ ｝　σ｝　寸 　   　 o 　 ・−　 r丶　 9◎　尊つ

麗 彝 轢 雲 藤 §器 9讐 ≧翼 毫お論 モ饕 ミ皺
匡Ω　LΩ　LΩ　頃 　ゆ 　ゆ 　の 　　　　　　　 り 　O 　O 　Φ 　（P　 O

の 　1一　 トL　 OD

に 鰻 鰻 鰻
　 卜國　 卜．　 卜．一　　一　　　　　　　尸　　尸　　r 　　　r

日付

　　　Fig．4　行動問題 の 頻度
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「ト
ー

ク ン の 交換比率変更  」の 期間は 2 月
〜 4 月の約 2か 月間だ っ た．
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Fig．5　母親 の 強化回数

求した り、 部屋 中を走 り回 る等 とい っ た行動 は

ほ とん どな くな っ た が 、大 きな声を出 して 要求

する こ とはた まにみ られて い た。また、同 じア

イ テ ム を何度 も要求す る行動は変わ らず多か っ

た 。 12月 7 日は 0回 とな っ て い るが、こ の 日は

性器 を繰 り返 し触 っ た り、突然笑い だ し、 部屋

の 中をとび跳 ね まわ る とい っ た 自己刺激的な行

動が多か っ た 。 こ の 時期 は薬を変えた時期と も

重 な っ て い た 。 結局そ の 薬は本児 には合わ なか

っ た と い う主治医の 判 断で投薬を中止 し 、 元の

薬 に戻す こ とに な っ た 。 家庭学習の 中で トー
ク

ン を使 っ た 時期は、その 日に よ っ て頻度が大 き

く変動 して い た 。 多 い 日は何 度 も要求 した り、

大 きな声を出 した りす る 様子がみ られ、そ れ に

対 して 母親は話 をそ らそ うと、別 の 話題を話す

様子が み られ た 。 しか しそれで も要求は続 い て

お り、母親が 「うる さい なあ 」、 「マ マ つ か れち

ゃ っ た」等の 発言 もみ られ た 。

　
一
時期、記録 ・デ ータは ない もの の 、 お 手伝

い に対 して ト
ー

ク ン を提示 する よ うに な っ て 、
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機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ く自閉性障害児に 対する トーク ン シ ス テ ム を用 い た 家庭 内 支援 に 関す る検討

行動問題 は大 きく減少 した。また、本児の 自発

的 なお手伝い 行動の 増加やそれに対する母親の

称賛とい っ た正 の強化が 増加して い た 。 しか し

トー
ク ン を入れただ けで は 、 充足 で きない 要求

の 頻度は O に は ならず 、 後半は増 加傾 向に あ っ

た （6 月後半）。 したが っ て 、お 手伝 い 表 とご

ほ うびボー ドを作成 し、どの お手伝 い をした ら

バ ッ ク ア ッ プ 強化子 が提示され るか を明確に し

た （弁別刺激の 整備）。 その 結果 、 本 人の 手元

にある ア イテ ム の 多 くが ごほ うびに含 まれたに

も関わ らず （ア イテ ム の 遮断化）、そ れ ら を要

求する こ とは ほ とん どな くな っ た。た まに要求

する こ とがあ っ て も、母親 か ら 「（ト
ー

ク ン が）

5 つ た ま っ てか らで しょ」 と言わ れれば あ きら

めて、テ レ ビを見に行 く等別の行動に切 り替 え

る様子がみ られた 。

　 また 、 介入終了後に母親に本支援 に つ い て イ

ン タビ ュ
ーした と こ ろ 、 「今の や り方に変えて 、

要求 して も 5個た まっ て か らね、 とい えばあ き

らめ て くれ る よ うに な っ た か ら私 も楽で す」、

「本 人 も トーク ン や お 手伝 い 表の 意味が わ か っ

て い る み た い 」、 「今後 お金 に変 えて い きた い 」

等 、 トーク ン 導入 に対する ポ ジ テ ィ ブ な発言が

み られ 、 介入の 妥当性 も示 された 。

N ．考　察

　本研究で は、物の 要求や母親か らの 注目で 維

持 され た 行動問題の ある 自閉性障害男児 とそ の

母 親に対 して、適切行動 の 生 起機会の 設定 とそ

れ に 対する ト
ー

ク ン シ ス テ ム を用 い た 支援を行

っ た 。 その 結果 、 行動問題 は減少 し母親 との 適

切 な相互作用が増加 した 。 行動 問題の 消去 とい

っ た事後的な対応を とらず 、 家庭学習やお 手伝

い とい っ た 、母 親の 正 の 強化が受け られや す い

行動の 機 会を設定す る こ とで、親子の 適切 な相

互作用が増加 した と考え られた 。 また 、母親に

よる正の 強化 を称賛 だけで はな く、 ト
ー

ク ン と

い う 「ツ ー ル 」を用 い た こ とで 、 高畑 ・武 蔵

（2000）が示唆 した 親子 の 「相互 強化的 関係 」

の 形成に効果があ っ た と考え られ た。

　本介入 は、Lucyshyn　et 　a1 ．（2007）の 家族支

援 における積極 的行動支援 の 特徴で ある、対象

に含 め る家族 と の 協働 、機能的ア セ ス メ ン ト、

支援 計画 と家族の 生活 との 文脈適合性 、 多様な

構成要素の ある支援計画を取 り入れ た こ とで子

ど もの 行動 問題の 減少 と親子の 適切 な相互 作用

の 増加 に効果が あ っ た と考え られ た。本介入 に

お ける家族 との 協働、文脈適合性、母親の 実行

可能性 とは 、 第
一

に 母親 の 意見や考 えを尊重 し

た協働的話 し合い と支援計画 、 手続 きの 立案が

挙げ られる 。 また その 際 に、すで に家庭 内に あ

る 文脈や親子の 相互作用の 特徴、本児の 既 存の

ス キ ル や既存の ル ーチ ン （例えば 、 おや つ 後の

食器 の 片付 け） を踏 まえて 、それ らを取 り上 げ

なが ら話し合 い を進め て い っ た 。 本児の 既存の

ス キル や ル ーチ ン を生か して 、そ れ をお 母 さん

の指示に従 っ て トーク ン や称賛を意図的 に随伴

させ た 。 そ の よ うに、さまざまな行動 を幅広い

意味で の 「お 手伝 い 」とした こ とで母親 の 実行

可能性 が高 まっ た と考え られ た 。 介入前、母親

は過 去の 履歴か ら 「お手伝 い 」 に対 して抵抗が

ある とい う発言が あっ た。そ の ため 支援者が家

庭 で で きる 「お手伝い 」は何があ るか聞 い た と

こ ろ、は じめは 「何 もない 」、 「○○ （本児の 名

前） にお手伝 い をさせ た くな い 」、「後か ら 自分

がや らな い と い け な くな るか ら
…」 「い らい ら

しそ う」等 ネガ テ ィ ブ な発言が み られ て い た 。

結局 は母親が 手伝 わな けれ ば な らない こ と 、 洗

濯物の た た み 方等本人 の ス キル に対 して 母親が

許容で きな い こ と、そ の 中で不適切 な行動が生

起 して しま うこ と 、 結果的に母親が 本児を叱責

して しまうこ とが 、これ まで 「お手伝 い 」を実

行で きなか っ た理 由で あ っ た 。 した が っ て 、 本

人が ひ と りで 確実 に で きる簡単な 「お手伝 い 」

を行 うこ とで 、 母親の 実行可 能性 も高ま っ たと

考え られ る。 また、 ト
ー

ク ン に加 え、「お手伝

い 表」 や 「ごほ うびボ
ー

ド」が 、 母 親の 遂行 を

保障する ため の 弁別刺激 と して機能して い た と

考え られ る 。 教材 もは じめ は支援者が作成した

が、徐 々 に フ ェ イ ドア ウ トし、最終 的には母親

が教材 を作成 した こ と も意味があ っ たと考え ら

れ る 。 最終的に 、 お手伝い 表に提示 され た お手
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上 野　　茜
・
野呂　文行

伝 い に は、本児が ひ とりで で きない もの も含 ま

れて い た （庭の 野菜の 収穫な ど）。 しか し母親

の ほ うか ら 「今後必 要に な っ て くる と思 うか ら、

自分 と一
緒にや ろ うと思 う」等 、 「支援付 きの

お手伝 い 」 も取 り入 れる よ うに なっ た 。 母親自

身も成功体験 を積むこ とで 、自発的な取 り組み

がみ られ る よ うに な っ た と考え られ た 。

　 しか し本支援終了後、用意 し て い た要求 カー

ド以 外の 物品 を要求する頻度が増加 した とい う

報告が あ っ た 。 こ れは 「ご ほ うびボー
ド」 に用

意され て い る バ ッ ク ア ッ プ強化子 に本児が飽 き

て きた こ とや 、本児の 興味の 広が りか ら、ボ ー

ドに提 示され て い な い ア イ テ ム で 本児が ほ しい

もの が増 えた とい うこ とが考えられ る。今後、

強化子 の 飽和化 を母親が 意識 しなが ら評価 し 、

そのたびに ボ
ー

ド上 の カ
ー

ドを新 し く作成 して

い くと い っ た 工 夫が 必 要 に な っ て くる 。 また 、

これ まで に 要求が間欠的、非随伴的に強化され

て きたとい う履歴が ある ため （例 えば 、 要求 し

て い た もの が 「誕生 日プ レ ゼ ン ト」や 「パ パ が

帰 っ て きた らね」で 充足 され る）、そ の よ うな

行動が 消失す る こ と は難 しい だ ろ う。 また 、要

求行動 自体 は本人が正 の 強化 を得るた め、そ し

て QOL を保障 して い くため に重要で あ る、と い

うこ と念 頭 に お い て 支援 を して い く必 要が あ

る 。 何 だっ たら要求で きて、何 だ っ た ら要求で

きな い の か、また時と場合 に よ っ て は要求で き

ない こ とが ある と い うこ と等を、本人が 見通 し

を持 っ て 要求する こ とが必要 にな っ て くる と考

えられ る。 トー
ク ン シ ス テ ム を継続する上 で の

問題 と して 、 親の 実行可 能性 を保障 し て い くこ

とが 課 題 と し て あげ ら れ て きた が （難波 ら ，

2006）、 本研究 に お い て は、 トーク ン の 使用 に

関する親の 実行可 能性は 高か っ た もの の 、本児

の 要求行動の 問題 （要求で きるもの とで きな い

もの の 区別が つ きに くい 、 こ れ まで の 強化履歴）

の 難 しさが挙げ られた 。 こ の よ うな本児の 問題

に 随時対応 して い くた め に は、他 者か らの 継続

的な支援 も必 要だ と考えられる 。

　以上 の 点 を踏 まえて 、 今後の 課題 を以 下 に述

べ る 。 第一
に、今回は家庭内 に絞 っ て支援を行

っ たこ との 限界 につ い て で ある 。
ベ ース ラ イ ン

以 降大 き な行動問題 が 生起するこ とは ほ とん ど

なか っ たが 、これ は家庭の 中で は さま ざまなこ

とが ル ーチ ン に なっ て い る こ とが理由 と して考

え られ る 。 母親の 消去 の 対応 （無視する対応）

が効 い て い た とも考えられ るが 、祖母の 家に行

っ た と きは本児が何 をする かわ か らず、 目を離

す こ とが で きない 、とい う発言か ら、本介入で

は家庭外で の 場面での 問題を解決す る こ とが で

きなか っ た 。 祖母の 家には 自宅とは環境 が異 な

り、好み の ア イ テ ム も少な い こ とや 自由な時間

の過 ご し方の レ パ ー トリ
ー

が少な い こ とで、そ

の よ うな行動が生起 して しまっ て い た と考えら

れ る 。 したが っ て 、 今回の 介入 を踏 まえて、他

の 場面 にお い て も同様の 支援方針 で支援計画 を

立案 して い くこ とが 課題 として あげ られ る 。

　第 二 に 、 現在 は母親 の ほ うか ら提示 して 行 っ

て い る こ とを 、 本児 自身が見通 しや 目標 を持 っ

て標 的行動 を遂行し、 ト
ー

ク ン をため て い くこ

とが今後必 要に な っ て くる と考 えられ る 。 す な

わ ち自己管理 ス キル の 形成に向けた支援の 必要

性が挙 げ られる 。 本児 は もともと大学で ス ケジ

ュ
ール の 理解 に 向け た指導や家庭 で 週 間 、 月間

ス ケ ジ ュ
ー

ル を使用 して い た こ と よ り、 それ ら

をさ らに発展 させ て い く可能性 が 考え られ る 。

トー
ク ン をお金 に置き換えて い く、 短時間 （1

日や特定の 時間内）の ス ケ ジ ュ
ール か ら週 ある

い は 月 ご との ス ケ ジ ュ
ール な どを活 用 しなが

ら 、 い つ まで に、どの くらい ため て 、 何 をする 、

とい っ た こ とを自分で 決め る こ とで 、自由な時

間や 余暇の 時間をよ り充実 させ て い くこ とが期

待 で きる 。 その ため の ボ トム ア ッ プ 的 な指導

（お金 、 時間、ス ケ ジ ュ
ール の 指導）も合 わせ

て行 っ て い く必要性が 考えられ る 。
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Family-based intervention to use  a  token reinforcement  system  for a  child

             with  autism  based on  functional assessment

Akane  UENO  and  Fumiyuki  NORO

  The purpose of  this study  is deereases ofbehavior  problems whieh  were  maintained  by dernand and

mother's  attention,  and  increases of  child-mother  interaction for a  child  with  autism  and  his mother.

The  support  plan based on  the result of  functional assessment  included taking  an  oppertunity  fbr his

appropriate  behaviors and  using  token  reinforcernent  system  which  was  contingent  them, Mother  and

instmctor developed detailed plan through  discussions about  mother's  viability,  contextual  fit and

existing  skills.  The  procedure was  constructed  of  using  token  reinforcement  system  in work  at home

and  housework, delay a token, adjustment  the discriminative stimulus.  Results indicate improvements

in the behavior problems  and  increases of  child-mother  interaction. Token  reinforcement  system

functions as  the discriminative stimulus  for appropriate  behavior and  makes  reinforcing  interaction for

mother  and  child.

Key  words:  autism,  token  reinforcement  system,  functional assessment,  family-based intervention
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